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Ⅰ. 緒言orはじめにこちらは削除してください
見出しは、章（Ⅰ.・Ⅱ.・Ⅲ.…）、節（1.・2.・3.…）、項【1）・2）・3）…】、項の下は【（1）・（2）・（3）…】で記載し、英数字も含めてMSゴシックとする。
大項目は無記号で上を1行あけ，本文の文頭を一字下げる．本文の構成（大項目）は原則，「Ⅰ．緒言（はじめに）」，「Ⅱ．目的」，「Ⅲ．方法」，「Ⅳ．結果」，「Ⅴ．考察」，「Ⅵ．結論」，「文献」とする．
見出しを含め本文の数字は全て半角で記載してください。


Ⅱ. 目的
（本文は明朝体：削除してください）

Ⅲ. 方法
（本文は明朝体：削除してください）

Ⅳ. 結果図１

（本文は明朝体：削除してください）

Ⅴ. 考察
（本文は明朝体：削除してください）

Ⅵ．結論
（本文は明朝体：削除してください）
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引用文献の書式に関しては下記の通り本文と異なりますのでご注意ください
・和文のみ明朝体, 英数字・記号・括弧・ピリオド・カンマはTimes New Roman
・英数字, カンマ(, ), ピリオド(. ), コロン(: ), ハイフン(- ), 括弧((  ))は全て半角
　※括弧を半角にするのは引用文献のみで本文は全角で記載してください。
・カンマ(, ), コロン(: )の後は半角スペースを挿入
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